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( 生活体の特徴を器礎とした)
藤

ギヨウギシパ Cynodon Dactylon Persoon Fig. 23 1  してき星回目)苦闘に軟毛頭
鰯旬性多年性草木で地下茎はなく、爾旬茎のみを有[ 生、先淑鋭尖、色務関

1  ! 僚、下部に軟毛輪状にす。筋旬茎の節部より斜上せる茎を叢生し、下部に根|| 生ず。奨基なし o 舌は
を生ずo 軍高1 5 - 2 5 c m に及ぶ。騒なく、色帯は明 i長歌毛となり、両縁部
瞭、背部にて狭し。奨基部に長歌毛を疎生。小舌は に於て時に長し。奨翰

は開き、緑辺厚膜質、
往々翰口部紫彩を帯
ぶ。くHab. 神戸市小野
浜〉

本 義 日吉

Fig. 25 

0.5 m m、下部は厚膜質、上部は繊毛状となる。奨身
は巾 2 m m、長さ日 - 4 c m、被針形、先端部怒くね
じれるO 脈は顕著にして表面積々粗渋、無毛、主主質。
奨翰は開き、断面円型、脈は顕著にして犠毛、緑辺部
硝子状、米透明、膜質となりこの部分脈なし。 (Hab.
兵庫県姫路市白浜〉

オエシパ Z. macrostachya Tranchet et Savatier 
Fig. 26 

Fig.23. 

オオギョウギシパ Cyncdon Dactylon Persoon var. 
nipponica Ohwi Fig. 24 
丈6 0 c m に及ぶ多年金調旬草木、全体ギ、ヨウギシバ
C. Dactylon Persoon に似るも大きく、また茎太し。
奨は芽を抱き斜上、小舌部で巾 6 m m、海i尖、長さ 6
cm.日成は顕著にして表面粗
渋。色帯は間際、背部で狭
し、賀褐色。奨基を欠く。
小舌は 0 . 2 m m、革質、
環状、前面に繊毛を生ず、
その後方に0 . 8 m m の軟
毛を主主ず、実翰部上端にて
は長軟毛となる。葉翰は開
き無毛、実基部に歌毛束あ
り、但し奨翰の開いた外側
のみ、内側になる誠は膜質
脈は顕著。 (Hab. 三重県
津〉

Fig.24 

海浜砂地に多い多年生言語旬草京、地下茎は砂中を横
走し、節より生ずる校は10 -25cml 1乙及ぶ。校上 2-.3
{ 悶の穂状花をつく。地下茎節より髪根を生ず。漢は芽
を抱き奈i上長さ3-4.5
c m、r[J 2 m m、被針
形、事苦基ffiび色需を欠
く。小舌厚膜質問j縁部
に白軟長毛を密生、中
央部にて正車生す 0.2m
m 、上緑部繊毛を密生
す。葉緑両側に紙鋭歯
あり。葉翰は開き茎は
精紫褐色、切断面は円
型。 (Hab. 兵庫県姫路
市白浜〉 Fig. 26 

スナシパ Z. sinica Hance var. robu日ta Honda 
Fig. 27 
多年生草京、簡旬するも主として比較的密に議会、
直立す。高さ 20-25 c m に及ぶ。主主は径 l m m。色携
は間際、背部にて凹み主主褐色無毛にして狭し。奨基な
し。小舌は0 . 5 m m の歌毛となり密生、両緑部は長軟
毛となる、1 .2 m m。奨
翰は開き脈顕著、縁辺
部: 平賀‘' 下部の輸の脈
は紫彩を帯び無毛。葉
身は巾 2 m m、長さ

脈は顕著、下部の脈はシパ ZOySid japonica Steudel Fig. 25 
情紫色、無毛。くHab.

8  - 1 5 c mになる毎j旬多年生草木、砲は2 . 5 - :l c mo i  l兵庫県赤穂市御崎〉
主義(i: 5 - 6 c m、被針形、 m 2 - 3  m m、脈は顕著に l
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Fig. 27 (p.82へ〉
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温度を一定 (20つC) とするグラフの後部活動曲線が
1 下り始めているが、これは腹足の疲労のためではない
かと思うが、も少し続けてやって見る必要があろう。
(4) 参考文献
森主 - 1948 アコヤガイの日週期活動グイナス15

B 生物的要因 i  ( 1 - 1 4 )  
これらは筈敵と食性の問題が上げられよう。これら

の中で物理的要因のどとくに窓種の日週期を逆怒させ
るがごとき強力な影響を持つものはないようである。
害敵としては、ト九へピ. カエノレ、ヒトなどが考え
られる。また一方. 食性としての要因もあろうが. 資
事寺の持ち合せがない。
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森主 - 1949 ヲスカワマイマイの日週期活動グイ
ナス15 ( 5  - 8 )  

主 - 1949 動物の週湖沼動〈単行本〉森

(p.84から〉(p.47から〉
コウライシパ〈チョウセ Y Vメ、イト y メ〉 縮んだ核 (a) と縮んだ部分とふくれた部分

をもっ核 (b)
核の両端が異った形と構造のゴムギの雄核
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Z. tenuifoJia  Trinius Fig. 28 
筒旬して生ずる多年生草本。地下茎は径 1 m m、節
より 5 c m ばかりの地上茎を生じ、茎上小穏をつく、
穂長1 .5 c m。地上芝、基雪¥ l より奨菱重生ず。葉は針状、
長さ 1 0 - 2 5 m m、巾 1 m m、色帯顕箸なるも甚だしく
狭し。く葉身巾の半分〉。葉蒸なく、薬基部より有fμ軟
毛族出、歌毛発生部はかんざし状となる。葉身、小舌
ともに革質、小舌 O . l m m、微細。奨鞘は開き葉身と
共に緑辺細鋸歯を具う o くHab. 神戸市小野浜〉
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